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A3 学生の電子計算機実習における初等的誤りに対する対策

森 口繁 ― ,吉 沢  正  (東京大学工学部 )

東京大学工学部実用解析 (主 に 3年生対象 )の 講義では,数値計算の演習 に電子計算機

を使用 し,年間 5～ 6題 の問題を各自にプログラムを書かせて実施 している11965年 6

月にまず ALGOLIPを 1回 (2時間 )講義 し,ただちにニ ュー トンの反復法で 3次方程

式の根を求めるプログラムを作成させた .提 出された80件 のプログラムを見た ところ初

等的な文法上 のミスがあまりに多かつたので ,そ の対策として代表的 な誤 りを26個含 む

プ ログラムを作 り,そ れを訂正させるとい う演習 を課 した.早 〈出来たと思 う学生には提

出させた ところ半分ぐらい しか訂正 していないのでやり直 しをさせ,ま た出来上がつたと

思つて提出 してきてもまだ 5個程度 の見落 しが残 つているのでさちにやり直させた。全員

の筆 がほぼ止つた ころに隣 どうしチ ェックさせ,最後に正解を配つて検討させた 。この演

習のあとはつまらない ミスは非常に減少 した。

学生実習においては,はじめはつまらない スヾによつて学生側 と計算機側の相手が時間

を浪費 しがちである.実用解析の講義では電子計算機の実習はあくまで補助手段であつて

それが目的ではない. したがつて短時間でプログラムが書けるようにする必要がある。こ

の観点か ら上記の演習 ,すなわち誤 りを含むプログラムを訂正させることおよび他人のプ

ログラムをチェックすることは,初心者に対 して非常″C有 効であつた。本 シンポジウムで

プログラムの誤 りが三題 としてとり上げ られたので,こ の機会に一つの工夫例 として発表

する次第である。

演 習 問 題

次 のプ ログ ラムを訂正せ よ

begin real FX,DFX,X XNEW:

integer I,K,

array A 〔0,3〕 :

30r I===O Step l unti1 3 dO

begin READREAL(A〔 I〕 )

PRINT REAL(A〔 I〕 )

CRLF

end

X:=READ REAL:EPSI=二READ REAL:
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K:=1:

′|  :11:1写Xi l■ A〔||〕■    |  :li  「 、11 1 _、、

fOr I=2 Step-l unti1 0 dO FX:=FX*不 +A〔 I〕 :

DFX:=3*A〔 I〕 :

for I=2 step -l until l dO DFX:=DFX*X+A〔 I〕
*I:

XN EW:=X― FX/DFX:

PRIN TR EAL(X):CR LF:、

K:=K+1;if K>50 than gO tO EXII:

■f ABS(X― XN EW)>E PS then X:==X NEW:gO tO Ll:

PRIN TSTRING(`KOT AE'):PR INT REAL(X)i C RLF

EX IT:

erld

3.-260,00,126,01

解  答

訂正部 分を下線 で示す。

be gi、 n real FX,DF X,Xュ Xlヾ EW bttPS:

integer I,K二

array A〔0_:3〕 :

fbr I:==O step l unti1 3 do

b egin A :==READREAL:

PRIN TREAL(A〔 I〕 ):

CRLF(1)

endi

X:==READREAL;EPS:==READ REAL:

K:=1:

Ll上FX:=A〔3〕 :

for I j_=g step -1 untrl 0 do FX:==FX IX+A〔 I〕 :

DF X:=塾_2*A壁〕:       1: |:ャ l l   ・

fOr I.:.==2 step -l unti1 1:dO DFX:==DFx*_X+

XN EW:==X― FX//DFX:                `

PRINT REA二 」(X)ICRLF(1):

K:=K+1:if K>50 thep gO tO EXIェ
_:

if ABS(X― XN EW)>EPS then bOgin X:=キ XNEW
i l′ 、・    1・   

・~~T~~∵ ~

I

A(I )*FI,OAT(I);

;t'o to L1 enoi
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PR INTST RING(`KOTA EL」 '):PRI NTREAL(× )iCRLF(11):

EXIT上

end

aQ,…260,00,12(10,01,10-7,
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